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　昨年は，奥山においてドングリやブナを始めとする
木の実の不作で，人里でのクマの出没のニュースが全
国からあいつぎました。昔からクマと共存してきた地
域では，クマたちが夜間にこっそり山郷の栗や柿を失
敬するのを容認していたため，人間とクマとの間に大
きな問題や争いが発生しませんでした。しかし，近年
クマの生態を知らない地域では，臆病なクマを追い回
すことにより“人身事故”が発生しています。また，
クマの行動学を無視した行政により，餌となる「柿や
栗の木の伐採」や「柿や栗の実の廃棄」という住民指
導が行われた結果として，奥山から出てきたクマを住
民の安全のために駆除・射殺するという方策が必要に
なりました。
　最近，エコロジーが注目されていますが，興味ある
事例として，群馬県沼田市の有志により行われている
「クマ止め森林活動」を知りました。多数のコナラの
植林により，奥山と人里の間にクマの餌取り場として
の森林を整備することで，クマと住民との共存・安全
を確保するとともに，動物の棲む豊かな森林を次世代
に残すという夢のある活動です。
　新緑の季節，岩手の山々は，長く厳しい雪山から恵
の宝庫と変貌します。残念ながら，この季節には必ず，
「クマにより山菜取りの人が襲われた」という記事が地
方紙を賑わします。クマが人里に出現し，住民に危害
を与える事例とは異なり，加害者のクマが駆除隊によ
り射殺されるのはときとして不当であるというのが小
生の見解です。つい最近，拙宅に届いた猟友が仕留め
たクマの　/ 製のもと，「クマには責任がないはずなの

に」「クマにも自己防衛権はあるはず」と，焼酎のグ
ラス片手にクマの弁護を努めて心を痛めている小生で
あります。
　さて，特集は「男性不妊症に対するマイクロサージェ
リー」です。不妊症は，所属する施設によっては，馴
染みのない特殊なテーマかもしれませんが，専門医と
しては必須の項目ですので，特に若い読者の一読をお
勧めします。また，専門医を取得しておられる先生方
には，不妊症における顕微鏡下各術式の進歩を実感し
ていただければと思います。
　本誌の原著として，「終末期医療」に関する論文を
掲載するのは初めてのことと思います。癌基本対策法
の制定・普及に伴い，このことを課題とした論文は増
加するものと考えます。症例報告は 6 編，いずれも興
味深い力作です。
　さらに，今月号では，第 23 回欧州泌尿器科学会
（EUA）と第 96 回日本泌尿器科学会総会の学会印象記
を掲載しております。EUA はその内容の充実と規模の
拡大により, 今後日本からも多くの先生が参加するよ
うになると思われます。
　また，日泌総会に関しては，総会長　西村泰司先生と，
事務局　木村剛先生より 2 つの寄稿をいただきまし
た。特徴のある内容の濃いすばらしい総会の，開催の
表の顔としての考え・方針と，裏方としての苦労の側
面の両面を感じることができるかもしれません。いず
れにしても，今学会は今後の新たな総会の方向性を示
された総会であったと思います。
 （藤岡知昭）
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